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錄
修
觅
せ
ら
れ
た
る
ス
ィ
ジ
ヤ
ー
氏
の
物
惯
調
節
策
、
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ニ
锶
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*
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を
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る
に
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し
む
も
の
.で
あ
つ
、て
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銀
行
法
の
弾
行
法
规
た
る
牲
質
1
ト
#.
‘ふ
る
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明 

か
に
不
當
の
こ
と
.、
言
は
ね
-«
な
ら
ぬ
"
此

，點

に

攔

す 

る
靜
論
は
他
セ
を
期
す
べ
き
が(

近
列
拙
著
エ
樂
政
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第
六
章
に
も
多
少
は
論
じ
て
骰
い
戈)

、
要

す

る̂：
,
評

考
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现

在

の

解

釋
.に

ょ

る

ミ&
は
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不

動

產
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行

を

し
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も
典
業
鈒
行
ビ
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て
鑛
業
貸
付
を
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せ
し
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の
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あ
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^
思
ふ
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る
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當
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金
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せ
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狀
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於
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し
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に
奔
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懷
せ
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卑
見
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す
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つ
た
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若
し
夬
れ
此
等
の.點
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し
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者
並
に
大
方
識
潢
の
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く
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を
得
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米
國
エ
彳
ル
大
學
ァ
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ゼ
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グ
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ー
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數

年

前

物

價

調

節

.
の

.，1

策
を
考
案
し
て
.發
表
し
た

r
J
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あ
る

が

、
S
要
點
は
物
價
騰
落
の
程
度
に
準
じ
て
、 

金
貨
ゼ
金
の
地
金
？
の
.5|
換

率

を

時

々

變

觅

、
じ

、

之
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依
.
b
て
金
®

流
通
の
數
量
を
調
節
し
、
以
ズ
物
價
_の
變 

動

を

凝

和

，
し

や

ぅ

ゼ

云

ふ

の

.で
あ
つ
；た
。
之
を
我
國
の 

貨
幣
制
度
に
適
用
む
て
說
明
す
名
芩
せ
ば
、
假
.り
に
物 

價
雄
準
が
或
：る
猢
僩
內
、
料
.へ
ば
，三
ヶ
月
間
に
一
割
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貴
せ
^
V

Sす
れ
ば
、
純
金
約
一
匁
を
含
有
せ
る
茁
圓
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貨一

枚
を
政
府
に
提
供
し
て
金
，の
地
金
と
引
換
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求
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潘
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對

^
て

.1

金

；云

一
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又
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史
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膦
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せ
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對
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修

正

せ

ら

れ

れ

る

フ

ィ

シ

ヤ

ー

成

の

物

似

調

節

策

0
^
0

8

れ
，居
.る
か
も
知
れ
な
1 

い

—

ざ

0

t

る
論
文
集
に
_發
表 

せ
_
&る

、
由

で

あ

る

。
.此

蓊

述

は

數

十

名

の

奪

れ

家

の 

合

著

で

あ

る

が

、

上

述

の

フ

ィ

シ

：
ヤ
ー

氏

取

識

‘文

は

其 

一

章
ビ
し
，て

揭

载

せ

ら

る

、
锋

に

て

、

.

.题

し

て『

^

の 

膦

買

力

，の

標

準

化

』
{Stabilizing 

^

dOHar. in P
u
r

丨 

chasing 

ビ
.
云

ふの
で
あ
るo.

予
ば
幸
に
し
て 

上
記
書
物
の
出
版
前
に
調
骚
せ
ら
れ
'た

ふ

フ

氏

論

文

.の 

別
刷1

部
の
寄
赠
を
受
け
た
る
が
故
に
、
左
に
.其
の
主 

要
な
.る
'諭
點
を
紹
介
し
や
ぅ
ビ
思
ふ
。
此
論
文
に
載
せ 

た
る
事
項
は
‘CC.
物
價
變
動
の
事
實
、(

ニ)

物

靈

動 

办
原
®
、
0

5
物
價
變
動
の
弊
害
C

及
び(

四
.

)

3|
:
の
救 

.濟

策

で

办

を

が

承

が

玆

忙

其

以

大

意

k
紹
介
せ
ん
ビ 

欲
す
る
は
此
救
濟
策
、
即
ち
物
價
調
節
策
に
外
な
ら
な

v,

.ヒ
;:
.
7シ
ヤ
I
氏
®
物
價
調
節
論v 

,

:.
'
ス

ィ

シ

，ャ

ー

氏

は

物

價

め

暴

騰

：
が

®

々
：の
雛
替
を
醸. 

す
所
，似
を
論
述
し
轉
じ
て
.物
價
調
節
m :
を
講
述
す
る
に

及
ん
.で
.、\
锊
頭
所
謂
生
8+
毀

.の

昂

騰

を

綏

和

す

る

に

は 

1
.
1僅

'0
,
.問
题
_を
解
決
す
..る
.を
..要
す
る
_も
0
'で
あ
^

て
、 

此
•ニ
問
題
^
は
.
"

(
一
)

個
人
か
斯
得
を
構
成
す
る
卵
の 

數
、：
及
び(

二
}
.各
一
卵
の
11
1只
办
_の
兩
問
題
穴
外
な
& 

|

な
い
が
、
氏
が
論
せ
ん
と
欲
せ
、る
は
此
第
ニ
の
開
«
即 

|

ち

®

の

購

買

力

に
在
り
ビ
云
ふ
^
と
を
斷
つ
て.居
る
。 

K
.J3
C
の
說
^
隨
.へ
ば
、
生
計
^
の
*
騰
R
對
す
る
他
の 

緩
和
策
中
に
は
物
愼
の
}
$準
を
ば
痕
接
に
.又
は
薪
1
く 

低
下
せ
し
め
得
る
も
.0
殆
ん
ど
な
い
.の
‘で
あ
る
。
物
债 

一
の
.公
定
す
ら
も
其
の
例
外
れ
る
を
得
な
い
。
例
へ
は
-、

.
物
馏
.の
最
も
著
し
き

低
落
を
實
.現
せ
し
は
_
鐵
^
^
卩 

\ -
る
七
割
の
下
落
で
あ
る
が
.、
此
暴
落
と
雖
も
：j

般
物
倔 

\

の
'4'
«¥
に
，.對
し
て
.は
殆
ん
>」

何
等
の
影
響
を
及
ば
し
て

居

，
處

ぃ

：
：
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'来
_

中

央

政

脉

露

纖

計

局

：

0
鑾

痄
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る

物

價
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數
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鐡
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«
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に

依

り

て
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か

に

一

パ1
-セ
.ン

ト

の

三

分

の
.一.
.の
低
下.を

示

；し

て

居 

る

に

過

ぎ.な

い

。.又

、.假
6
に

小

發
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否

炭

の

.
市

腐

慠

下
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甘
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む
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價
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數
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對
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る
膨
_
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0ハ.
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な
.い
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め
る
。
要
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す
る
f
c、.
物
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の
^

^
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故
4
て
*
現
せ
し
^

S
れ
指 

る
：取
-«
の
低
落
が
一
.割
似
上
.に
出
で
拕
る
實
例
の
稀
な 

る
を
記
憶
せ
ば
、
如
柯
に
思
ひ
；切
つ
て
物
價
を
公
定
す 

る
と
も
.、.：夫
れ
に
依
り
て
一
般
物
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坪
準
を
著
し
<
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下
せ
し
む
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能
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あ
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せ
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せ
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價
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と
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日

く
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如
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を
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を
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定

不
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し
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.れ

ば
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の
で
あ
る
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弗
な
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も
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か
惯
値
の
軍
位
た
.る
こ
^
を
得
な
ぃ
0'
は
：尙
ほ
砂 

.

糖
一
斤
若
レ
く
は
鷄
卵
_
|打
が
惯
値
即
ち
|
#|»
質
^, 

の
軍
位
た
る
^
ビ
能
は
.ざ
る
に
類
す
る
.で
は
.な
い
か
:\° 

:

價
値
©
舉
粒
を
_

®
量
^
;
_灰
で
宠
む
：，4

0
愚
な
る
：こ 

|

€■

饨
長
.さ
め
單
位
を
童
量
.比
依
&
て
言
ひ
§
^
.

す
に
比 

j

す
可
&
で
あ
る
。
以
前
流
行
し
ぬ
或
る
俗
歌
に
下
の
如 

\

き
こ
^
が
歌
ぅ
-て
あ
つ
ち
或
る
.商
人
.が
«
下
一
,.箱
の 

| 

.做
段
を
聞
か
れ
て
、『一

箱
.

一.

弗
で
す
.

』

■と
答
へ
た
。
at 

j

時
顧
客
が
奚
れ
ヤ
は
ニ
.箱
費
ひ
ま
し
や
ぅ
1
.
.
S
K
:つ 

\

て
、
商
人
.に
ー
弗
を
渡
.し
.た
.るに、商
人
は
箱
よ
靴 

| 

舊
条

部

出

6
て
，、：7
空
箱
&
客(

に
與
べ
.
、

『

お

賣

致

し̂ 

の

ば

筘.、で

、

靴

下

で

は

あ

b
ま
せ
ん』

：
^
云
ふ
^

。
.

I

米
固
にV

I

弗
^
稱
す
る
も
の
は
此
.靴
下
の
箱
の
樣 

な
も
の
で
.あ
.る
。
弗
は
形
式
に
，於
‘て
は
何
等
，の
變
化
を 

來
し
て
居
な
い
.が

、

其

の

內

容

..を

失

ひ

つ

、
あ

.る
の
、
で 

あ
る
。
尤
も
弗
の
場
合
^
は
內
容
‘の
拔
取
が
當
事
謂
の 

,
一
方
に
依
り
V
J
g
a
K
行
は
れ
て
®:
る
.の
.で
な
い
が
、

笫
十
彐
饴

.

(

ニ
，四
九)

錄
.

修
正
せ
ら
れ.?:
る

フ

ィ

シ

ヤ

ー

氏

の

物

愤

調

節

浓

姑

.二
號
.

ー
〇」



0

t

s 

o

m

o

)

瀹

正

；
せ.％
:,れ
?:
.方
>
.ィ
»

1
^
め

物

似

調

茆

浓

第

二

號

一

〇

二

、
碼

鄭

情

仍

爲

め

間

題

が

ー
.
膺

徵*
,̂
な

-る
'
1如#[
ヾ
ん
な 

,,れば

，
痕

魯を
鐵

り

し

.潘

の

飩

へ

出

る

を

#

る

處

が

な 

.ぃ
か
ら
ヤ
あ
、名

。
是
れ
»
>
恰
か
も
靴
下
必
購
入
潘
が 

f
一
 
一
樂
し̂
v
'm
下
を

.は
滿

:i
勝
¥
iz
-̂
し
入
，れ
せ 

し
む
：るセ
と
に

»
じ
め
挺
迦
矢
理
.に
词
意
せ
七
め
ら
れ 

た
る
と
同
一
で
あ
る
ゼ
ー
莕
ひ
閜
る
。

.
; 
一
ll
l

-c
o
重
®
か
從
前
と
少
し
も
興
な
ら
な
，い
ビ

V
て 

'ネ
、.
.我
々
を
何
等
溢
ず
义
所
.が

な

ぃ

で

狀

な

，ぃ

‘か
。
其 

赏
»

%
洞j 

’

H

Iゼ
云
ふ
‘
‘こ
と
:^
生
||
費
暴
騰
''2
.
0 

冲

.¥
る
®
人
の
苦
痛
を
少
し
K

て
も
緩
和
す
る
も
の
で 

.あ

ち

ぅ

か

。
.蒂
^
の
.要

农

す

る

は

一

卵

が

常

に

同

一

蹵 

の

麪

位

、

牛

S
、
；

牛

肉

、..
_肉

、H<
s
、
.

砂

糖

、
，衣

類

、 

薪

炭f

叉

は
'3
1
:他

の

貨

物€
交

換

せ̂

0
へ
こ
^

で
あ 

.る

。-脚
i

蹵

：
文

が

碼

尺

、

一
封
度
：の

分

銅

つ

ブ 

ジ
ー
工

：

ル
w
y
, 

.
グ
 ̂x

ト
，
等

、
.
看

弗

以

，外

に

於
 

妙

.̂
»
*>
'1
:
の

-^
取

引

上

の̂
位

女

標

準

化̂
た
6
ビ

闾 

じ

く

、
，
典

：の

標

準

を

も

笼

A
ね

ば

な

ら

ぬ;0
•商

取

引

に
用
ゆ
る
此
等
办
第
位
が
原
始
時
代
の
籼
雜
な
る
標
準
ょ 

-飞
现
代
0
JH
A
な
.る
»
位
に
齋
化
す
る
造
に
は
幾
多
の 

變
繼
を
|1
-*
も

の

で

，ぁ

つ

て

、

今

，日

に

於

て

は

近

此

科
 

學
の
力
'(
C
依
6
て
總
て
の
'«
類
の
度
敖
衡
は
出
來
#
る 

眼
ヵ
聯
密
に
-&
淀
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
ぁ
る
。
昔
し
一 

碼
と
云
へ
ば
一
部
落
の
.#
長
が
财S

て
居
つ
た
帶
の
長 

，さ
で
^
つ
た
。
.其

後

、
.
へ
ン
ッ
ー

一

世

の

腕

め

昆

さ

を 

J

-̂
.^
®
•し

觅

に

其#
偷

敦

堪

に

«

尺

の

德

準

と

し 

て
、

1

本

の

鐡

棒

を

陳

列

し
^
己
.控

が
.ぁ
る
が
ハ.̂
1
0
y
,
,
.

雜
_
噸
,

_

«量

猶
«

_
说

灘

尺

め.兹

歲

德

準

と

し

て
_ 

或
.石一,

秫
•••
0
洽

金

，
を

，以

.て

»
作
せ
る
：一 
■本
の
棒
を
備
へ 

i

る
が
、

S

金

變

S

爲
め
に
仲
縮
す 

,る
こ
.ビ
の
な
い
の
を
^
て
有
名
で
.»
る

に

^

^

ら*
ゥ
. 

•l
i
b權

準

碼-R
は
*

;
;0
箱

に

入

れ

て

ー

定

の

砠

^

を

保
 

て

る

ー

寧

に

之

如

置

き

、

^

つ

人

が

之

ド

近

付

け

ば

體

へ 

溫
が
螫
內
の
溫
度
を
#
動
せ
し
む
る
，」

と
あ
る
可
き
を 

.處
れ
，‘_て
、
4

:0
接
近
す
る
こw

を
禁
:'
t
、
之
を
見
ん
ど

I

欲
す
る
漭
は
室
外
ょ
り
璧
遠
鏡
を
通
じ
イ
觀
覽
す
る
の 

規
5
C
R爲
つ
て
居
る
。

.要
す
る
に
、
古
代
の
龃
雜
な
名
度
量
衡
は
最
旱
現
代 

に
於
^

，̂取

ぢ
の
# 1
.準
と
^
て
.用
ゆ
.る

.̂足
ら
ざ

_.る
.も 

の
.ビ
潦
倣
名
れ
て
馬
る
'0
で
ぁ
.
.つ
て
、
卵
は
此
等
原
始 

時

代

に

於

け

る

不

完

全

極

'ま

る
標
準
の
唯
一
の
遺
物
で 

ぁ
る
。‘假
り
に
米
0
に
於
て
犬
統
領
の
帶
の
長
さ
が「

 

碼

ビ

定

め
.ら
れ
た
る
場
合
に
、
巨
軀
を
以
て
有
名
な
る 

タ
ス
ト
•氏
の
大
統
領
時
代
に
結
肽
れ
し
反
物
の
取

引

契 

約
I

碼
を
檫
部
ビ
■せ

る——

が
寧
ろ
瘦
形
な
名
ク
ィ 

ダ
ソ
ン
氏
が
大
統
領
た
る
今
日
，に
於
，て

履

行

.せ
ら

る

、 

ミ

せ

ば

、

如

何

な

る

.結

果

5:
里

す

る

で

ぁ

ら

ぅ

か
。

.

而
か
も
、
此
碼
尺
の
縮
少
瑀
夫
れ
ょ
6
も
遙
•か
に
重 

要

な

る

ま

双

引

上

の

ぃ

碼

尺

把

る

弗

に

於

.け

る

收

縮

以

上 

に

,.
®
大
な
；
る

も

の

で

ば

な

況

ん

や

、
•
此

弗

と

稱

す 

る
-福
R
,た
^.
や

提

さ.のたる碼尺
を以て針箅
す
 

る
0

の

敗

引

契

約.に

於

：方

の

み

用

ゆ

る

も

.の

に

非

ず

■̂
'て
、
,'
-總

て

の

齒

業

上

の
‘契
.約
の
標
準
た
谷
も
の
；な
る 

に
於
^
お
.や
で
*
る
。

•:•
‘

;•
.
要
す
‘る
に
、
'價
値
、：‘
換
言
す
れ
ば
、，
貨
物
に
對
す
1 

.1

般
■»
.買
力
の
正
跪
な
る
.
#
準
は
金
に
せ
よ
、
銀
^

^
 

よ
.、
小
麥
に
せ
、
將
‘た
叉
®
他
如
何
な
る
.も
の
に
せ
よ 

或
，る一

秫
類
の
貨
物
.の
み
^
之
を
求
び
可
&
で
«
.
’
ぃ
-
”

1

般
に
貨
物
に
對
す
る
弗
の
膦
實
カ
を
一
海
不
變
な
G
 

.じ
め
ん
：
^
せ
ば
で
此
弗
の
僧
値
を
ば
此
等
貨
物
：の
合 

成
樑
準
に
之
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
假
り
に
、
左
に
抓

擧
，す
冬
諸
禪
貨
物
0'
分
最
の
合
計
を
以
.て
一
弗
^
»
す

る
-ど
せ

‘よ
.'0
-
: 

: 

• 

f

、■， >

小へ材独

隨 •麥’木

3l

肉
-

■■
 

r:f
\い
^
;

小

麥

■
粉

11:

呎
.：

:
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r
Tソ
シh
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の

二

十

分
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i 
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封
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四

分0.
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i
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雜 
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封I

.

九
、

t
t

，
十r

 

1;
:
|
、

.
十
气 

•
十
四
、
 

■:
•十
丑
い
' 

.

十
六
、

-

,
十
七
、
 

、
十
八
­

十
九
、
 

‘..11

十
、
 

ご
十一

、
 

.二
十 U

.、

ニ
汁
三
、
 

二
十
四
、
 

ニ
十
觅
、

.柳

0 

,
石 

袖

.
'鷀
：.
：
■
卵 

+ 

: 

-

'
乳
!1 

^•
ブ
,.
:
'0
, 

爭

..
•
;
:
«•
一
.：漆
， 

'
.馬
，'
;
.
'
鈴

、
彆 

.靴

.

.

.
；

乾
.：

.苹 

獸

^
へ■ 

.

'

m

.‘ 

、
：
幕 

%
,
:

製

煙

.
*
‘： 

膝
:'
,
-
' 
.
ぃ
脂 

«
,
;
'
.
'

'.
.
'■
'
.
革
.：：：， 

羊

L
m 

網

.

鐵 

銅

錄

修

正
せ

ら

れ
n
,る
フ

ィ

5/
ヤ

！
氏
'の
物
似
調
節̂

‘
.
二
十
六
、

謎'
，

誤 

.

t 

. 

. 
ニ
-十
七
、
r
;v
I
1ホ

1

封
の
三.分
の一:

. 

_ー
ダ
ロ.
>の
.三
分
の.

1

'

1

個
1

パ—

ン
ト

•一
 r
 

.

.

一
ブ
-ソ
ジ
H 

Vの-三
十

分

の

J 

1

ゲ
-yジ
；
/V
の

，ニ

十

五

分

の

I 

一
甩
の
贺
分
の

 
一

.

1，

 

'

.一r(

衝

地

に

於

ズ

)

U
J半

.

.:

半
，

，..：

:

1弓
-0
.七

分

の

一
..

一
封
の
四
分
の
三 

1

弓 

、

®
1跋

1
0四 

i

弓
0
十
分
の
一 

1
-が
，ロ
ン
の3瓦
分0
.
1

ニ
十
八
、

石

鹼

.ニ
^

.
此

等

ー

一

十

數

種

の

貨

物

は

合

衆

國

の

勞

働

統

錬

局

の

，

|

編
鑤
せ
る

物
價
指
數
に
編
入
せ
る
三
慕
の
貨
物
0
.,一
 

部

分

で

あ

つ

て

、

右

表

に

示

，
し

.た
る
各
^

㈣
の
分
®
を 

j

檫
準
ど
し
て
此
勞
働
統
計
局
の
物
價
指
數
に
_
入
せ
る 

\

三
西
種
0:
貸
物
の
分
最
を
定
：&

>
千

九

瓦

九

年

.に

於

け 

る
备
其
の
代
價
を
計
箅
し
て
其
總
計
を
求
む
れ
ば
、
同 

年
に
は
一
弗
に
'相
當
せ
'る
を
見
る
の
で
あ
る
？

潘
し
来
®

が
其
年
に
於
て

..、.
此

|

卵
に
相
當
せ
る
艺

. 

S
の
貨
物
の
或
ふ
分
量

.を
價
値
の
軍
位W

定
め
た
り 

1

ヒ
せ
ば
、
1

換
言
す
れ
ば
>
_

此
3

百
種
吹
質
物
を
容
：
 

れ
た
る
袋
ょ

.CS

成
る
合
服
の」 I

5 6

を
ば
購
買
力
の|

單 

'位
.

w

定
め
た
&

ビ
せ

.ば

、
：

_

^
此

合

切

袋

が

常

に

一

弗
 

の
價
値
を
有
す
可
き
は
明
か
で
あ
る
。
而
し
て
吾
人
の

. 

生
|1
*

費
..

「

.

._

.

少
ぐ
と
も
、.

其
袋
の
^
に
容
れ
ら
れ
た
る

I

_

的
貨
物
.の
代
憤
-

^

S

騰

文

は

樣

t '
;る
妨
如 

t
 

は
あ
6
.得

苳

い

。

此

三

實

種
0
貨

物

..が

常

に

一 

弗

に

てTM-
K
せ
.ら

る

、

の.は
.
此

等

貨

物

の

總

最

が

一

弗 

と
笼
め
ら
れ
た
.か
ら
で
.あ
る
。
約
言
す
れ
ば
、
此
等
三 

西
秤
の
貨
物
を
容
れ
れ
る
合
切
袋
の
價
格
.を

一

定

不

變 

の
：も
の
S
な
し
得
る
は
現
花
純
金
の
價
格
を
.
.

I

宛
木
變 

の
も
の
と
な
し
得
る
に
異
な
ら
な
い
。
或
は
此
合
成
弗 

と
雖
％
理
想
的
の
も
の
に
非
す
し
て
、
價
値
の
« 0
« 0
標 

準
た
る
こ
i
を

得

ざ

る

や

も

測

、力

.難
け
れ
ど
、
此
合
成 

檩
準
が
現
に
使
用
し
つ
、
あ
る
價
猶
の
軍
位
に
比
し
て 

邀
か
R
優
秀
な
る
も
の
で
あ
る
Z
と
は
，何
人
ビ
離
も
否
- 

楚
せ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。

• 

- 

'
、さ
W
ど
、
論
漭
或
ぬ
斯
く
の
如
き
合
成
卵
が
國
內
に 

流
通
し
.、
又
.は
輸
出
入
に
用
ゐ
&
る
、
^
せ
ば
1
多
大 

の
不
便
を
釀
す
可
き
こ
ビ
、を

指
摘
す
る

や
爻
测
6
難
い 

1
VW
ふ
迄
も
な
く
、
三
十
封
.の
石
炭
を
容
れ
た
る
其
卵
袋 

は
重
も
過
ぎ
て
連
搬
に
.不
使
で
ぁ
る
.°
又
、
.石

炭

、
.
木

棘

"
乾

草

.を
容
れ
た
る
其
货
は

'ポ
ジ
ヶ
.ッ
ト
に
收
む
る
こ 

ミ
.が
5
3來
な
い
。
鷄
卵
は
腐
敗
す
る
の
處
れ
が
あ
る
。

.1

足
の
靴
を
W
分
.ず
れ
ば
其
の
價
値
が
浪
滅
す
る
。
此 

.等
の
貨
物
ょ
も
金
は
貨
幣
の
材
料
と
し
て
遙
か
.に
適 

,し
て
居
冬
點
.が
あ
石
。
如
：何
ビ
■な
れ
ば
、
金
は
腐
敗 

な
る
こ
：

V」

な
ぐ
、
且
づ
容
易
に
細
分
し
、
容
易
に
運
搬 

し
、
且
っ
.容
易
に
賣
却
す
る
.こ
^
.
.を
得
る
か
ら
で
あ
る：o 

?
れ
ば
_、.
此
等
の
藥
點
を
有
す
る
金
を
ば
尙
ほ
依
然 

，ど

し

て

交

換

の

要

具

^
し
て
.用
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.o 

. 

唯
吾
人
は
其
の
價
値
の
變
動
を
緩
和
じ
、
金

「

»
を
し 

rr
*

《

m
fc
^

Hb
fe
'
.合
^
.袋
に
：#
^^
^
^
^
^
*
^
維
持
.せ
..：し 

め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
.貨

幣

ば

今
：：！ 

ニ
個
の
重
力
な
S

0
 

を
有
し
で
.居
る
が
、

s

 

I
.

は
交
換
の
要
具
た
る
こ
ビ 

で
あ
っ
て
、
他
は
©
値
の
標
準
た
る
こ
ビ
で
あ
る
。
金 

が

貨

胳

ど

し

て

用

，
ゐ

&
,る
>

t
至
つ
た
の
で
は
交
換
の 

要
具
に
.適
し
た
る
も
の
な
る
が
•故
で
あ
っ
て
。‘
價
値
の 

標
準
と
し
て
有
用
な
る
も
の
で
ぁ
る
於
爲
め
で
な
、、

第
十
三
卷(

二
塁)

雜

錄

修
正
せ
ら
れ
た
る
フ
ィ
ジ
ヤ

1
氏
’の
物
低
關
節
策
'
、

敗
ニ
锁

 

一
S

0

り“

r

m
 

h

l

h

m
L1



.

.
破
十
i
 

'a

5
四) 

'雑
.
.
錄
 

'修
正
せ
ら
，れ
せ 

N
金
が
偕
#
、の
，二
好
標
準
’で
あ
る
と
思
#.
さ
^
た
が
爲 

め
に
、
.貨
幣
と
し
て
用
ひ
ら
る
.
W

.R
至

れ
?)
:
.
ビ

の

說

は
 

-

何
等
根
據
め
な
き
も
.の
で
あ
る
ご
甩
は
れ
る
。.
•
.
金
が
-最
，
 

初
货
彼
s
し
て
用
a

&
る

、

に

茧

つ

た

時

代

に

は

、
.
.
物 

價
指
數
'な
る
も
の
が
無
か
b
し
故
に
、
金
が
果
む
て
價
，
 

値
の
檩
準
ゼ
し
て
正
雠
な
る
7
?の
な
6
し
や
否
か
を
考 

察

す

る

之

と

が

不

可

能

で

あ

つ

た

。

西

な

、
.
其

當

時

に 

於
て
は
、
.傾
値

，の標©

を
制
足
^
る
の
必
要
も
な
く
、

又
、.

價
W
の
桡
雜
V;
就
き
V

;A
が

顧

朦

す
.る
,」

も

^
一
 

な
か
.つ
た
。：

如
何
ど
な
れ
ば
、.
約

東

手

形

、'«
不

励

產

抵 

常
*
付
、
.
.ヌ

ば

公

偾

？

債

券
.
5云
ふ
が
如
き
、\
期

限

付j 

取
8|
が
广
假
&
に
“行
は
れ
.た
ぅ
.ビ
す
ゐ
名
ハ
‘.頗
る
稀
有| 

齡
こ
と
で
あ
つ
た
か
ら
で
.あ
:6
。
‘殆
ん
ど
嫩
て
の
取
引 

は
其
：時
^

^
に
完
結
せ
:&
れ
た
の
，で
あ
つ
^
。

.

-
.
3
.
れ
ゼ
、
.現
代
に
.於
て
頻
繁
に
行
ft
る
、
，̂

、

0 

し
或
る
人
が
貨
物
.を
購
入
^
、
2
ヶ
月
後
亿
其
の
代
金
‘ 

を
支
拂
ふ
乙
せ
‘を
契
約
す
笏
ビ
せ
ば
、

が
.複
雜
e 

.
ネ
ィ
v
t.
1
氏
の
^
偾
調
#'
策

第

二

號

-

一
〇
六
-

S'か

ノ

典
支
拂
期
服
の
來
6
し
£
き
に
、
？
卯』

が
契
約 

'

を

'̂

び
し
當
H;
v
と
闾
一
.
で

あ

•る

か

哲

か

は

當

事

者

に

取 

り
て
ば
重
大
调
M
,で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。而
か
も
今
a
、

一

.

爾̂
^

:

翁

■

働歡
細
徵
^

^
證

奮

.；鐵
歡

#

»

_々

|

公
僙
等
の
形
.式

に

於

て

行

は

る

、
數

ヶ

月

、
數

ヶ

年

、

|

微
十
年
フ
否
な
時̂
试
數
西
年
に
も
百
^

長
期
の
貸
借

|

契
約
は
廉
十
億
抑
の
百
额
に
達
せ
み
が
故
に
、
货
幣
の

.

\

職
.分
中
、-
價
値
の
標
準
た
’
.る
.乙
ど
，
換
言
す
れ
ば
、
廣 

務
決
濟
の
.標
準
た
る
こ
と
^
做
の
職
分
、
即
ち
交
換
の 

要
具
た
る

は
重
®
と
な
つ

..^譯

.で
あ

る

：

a 

.

,
®
fン
る
R
i?
.菩
人
の
祖
先
が
交
換
の
粟
具
ビ

しy

重 

寶
な
る
物
を
發
見
せ
る
が
爲
め
记
、‘
吾
人
は
今
や
不《

元
. 

全
な
る
價
値
^
標
準
に
依
り
て
苦
し
.め
&
れ
届
.る
と
云
：
 

ひ
得
る
。/
,
'
其
弊
窖
4
,除
去
す
る

に

は

金
匕
侬
然
.交
換
の
.：
 

耍
具
と
-(
>
て
.用
ゆ
る
>̂
:
、
同
時
^
、.
.金
を
し
て
安
全
.
 

る
價
値
の
標
準
た
ら
し
'む
る
を
要
す
る
。
侖
1 1
本
位
を 

尨

止

せ

：ず

し

て
.、

之

を

改

良

す

可

き

で

ぁ

る

> 
兔
言
す
一
：

H
rば

、

金

货

を

麕

止
.せ

す

し_て

、
«
の
.價

値

を

，ば

上

記 

*c
o

A
.'
r
n成
.船

又

は.货

物
®
の
價
値
と
一..致

せ

し

む

可

，&

で

:

あ
^

o
- 

• 

. 

.

.
/
• 

' 

•

^

三
-

物
價

調

堇
.
 

..

.

フ
’
ィ

シ

ャ

ー

敎

授

は

、
: »
r

く

の

如

く

，、

物

®

を

調

節
 

■¥5
。

爲
：め
に
は
、
金

貨

本

位

.の
，
制

.度

を

速

改

す

名

の

必
 

要
な
る
所
以>

說
.き

た

ゐ

狻

、.進
ん
で'其
.改

茈

.の

一

案 

を
溆
述
し
て'居

る

。

归
ぐ
フ
金
本
位
制
改
取
の
要
旨
は 

金

货
.の
|

目

を

適

宜

に

避

：史
ず
る
に

.在
る
。
金

！

弗
の 

，鱟
目
也'現
今
一
淀
せ
ら
れ
て
居
る
が
，爲

め

に

、

其
の

®
 

«

が
.變
'勤
.す
る
' 0

あ
る
が.故

に

、

金

；

一

:«
の

最

自

を 

、
變
»

^

し

め

で

、.其
' 0
| 1

カ
を
一
定
せ
し
め
ね
ば
な
ら 

W

。-
何
人
ズS

も

、
金1

弗

の

最

目

が:n
:

- o
if
f
i
賀
カ
ビ 

.潘

接

の
' ^
#

を
有
せ̂

ザ

ふ
：̂
を
，杏« -

す

«̂

«

あ
シ
.ま 

い
'
。
：
金
；
^

务
査
に
：提

供

せ

ば

、
多

簸

の

貨

物

を

購

.入
^
 

得
.る
で
は.な
.い
か
。
即

ち

、
金|,弗
に
.格
當

す

る.ニ
；五<

.八
：ダ‘レ丨
ンS
U
M
の
，余
を
交
附
せ
ば
、
..一
一

铱
十m

怨

a

r

aL
M)

^
*

八
-ク

レ

ー
V
*の

金

を

以

て.嫌

質

し

微

ふ

よ-0も
次 

-•■
:
!の
，貨

物

を

入

手

し

得

る

枝

勿

論

で

あ

る

。

若

し

金

.

.

j 

.
*ヵ

.«
金

ニ

，五*

八
グ
V

I
ン
即
ち
約
' I.

弓
の
一
一
十
；

5: 

.の
一
に
^
ず
む
て
、

■弓
、」

封
、
又
は
一
噸
な
b
/ 

な
ら
ば
、
.此

，量

目

の

多

き

金

.ー
卵
を
以
て
现
今
k
於

.け 

る
'1
^
ノ
も
多
*
の
貨
物
を
購
入
し
.将
る
に
違
ゐ
.な
.-い：o
. 

換
言
す
れ
ば
、
'其
場
合
化
於
け
る
物
债
平
準
は
現
今
ょ 

ゎ
も
姻
#:
な
る
'^
相
違
な
.、い
。
.
■

‘

少
な
.ぐ
、
.從
つv

其
：の
購
K
力

も

低

い

、
で

は

な

い

，
か

。 

•南
米
の
或
‘る
.一r

三
の
.國
に
於
け
.る

金

，
一
.
»は
«
其
W

W 

R
於
け
る
.よ
り
も
尙
.ー
層
輕
ぐ
、
其
麻
買
力
.も
亦
夫
れ 

に
比
例
し
て
低
い
-の
‘で
あ
る
。
，コ
ロ
ン
ゼ
ヤ
國
に
於
て 

.1

.囘
の
*
磨
に
對
し
て
十
3£
#
挪
つ
た
人
が
あ
る
ビ
云 

ふ

,•°而

か

务

、

莕

七

蠱

某

河

哿

又

は

コ

口

ン

ビ

：
ャ
が
，米 

國
及
.び
加
奈
太
ぬ
於
け
る
と
同一

の
卵
を
採
用
せ
ば
、

.
sff
i

p
乘
.■̂
■
$
^
^#-
0
^
l
^
^
:^
^

^

^

m-s
,こ
ど
^

M
 

f
c正
せ-ら
れr:
/s

フ
ィ
シ
ヤJ
氏
の
杨
價
調
節
策
，

第
二
饿

' 

-
5
U
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十
三
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0
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，

0

錄
條
正
ザ
ら
れ
;̂
る
フ
ィ
^
ャ
ー
庇
の
物
贸
調
派
策

第
ニ
號

5
A

言
す
れ
ば
、
.：此
際
物
價
.平
準
の
.低
落
す
.ベ 

'き
こ
^
を
疑 

ふ
齊
は
あ
'
.る
.ぁ
.い
.？
而
し
て
、’斯
<
の
如
く
、
金

「

弗 

の

購

買

力

.
が

其

の

*

目

に

比
例
し
.て
«
減
す
^
き

4
の 

な
ち
ば
、
逬
し
金一
弗
の
；購
K
力
が
減
少
せ
る
際
に
金
，

■弗
の
1:
最
は
其
減
少
を
補
ひ
得
る
丈
け
增
加
し
、
又
、
 

淇
の
購
R
力

が

增

加

せ

：る
_

に
は
典
反
對
に
金
一
弗
の
，
 

壚
最
を
ば
增
加
，率
に
相
當
せ
る
丈
け
減
少
せ
ば
、
金
一 

部
の
.購
買
カ
は
現
時
の
如
，く
常
に
變
動
せ
す
し
て
、I 

定

せ

ら

る
，、
に
.至
る
で
あ

.ら
5

0

.

.

.

•
さ
.れ
ど
、
.論
漭
或
は
.金
一
卵
.の
公
定
*
自
を
ば
如
何 

に
，し
て
變
M
す
•る
を
得
る
^V」

問
ふ
.か
も
知
れ
^
い
が 

是
れ
は
決
し
て
不
可
能
事
で
は
な
い
。如
何
と
な
れ
ば
、
 

金
货
最
目
の
變
更
は
，過
去
.に
於
て
屢
々
實
行
せ
し
こ
ヾ
し 

で
あ
る
か
ら
で
あ
：る
。
米
國
に
於
て
も
金一

弗
の
公
定
. 

M
目
は
旣
ノ
に
ニ
囘
改
疋
せ
、

'̂
れ
て
居
る
で
は
，な
い
か
。

第

I

冏
4
千
八
百
三
十
四
年
で
.ヽ
，1

卵
の
®
目
を
七

 ̂

丨
セ
ン
ト
輕
減
し
、
.第
二
罔
は
千
八
直_il

十
七
年
で
：

1

パ
ー
，
セv

ト
の
十
分
の
.一
丈
け
..
僧
加
し
た
。
若
し
 
一
0 

絍
中
'に
純
金の
屢

目

をi 
‘囘
夂
は
一ー
间
變
觅
す
る
乙
ビ 

を
#
.る
^
ら

ば

、、

一.
ヶ
ハ
月
ホ
に 

一-
ニ
囘
之
を
變M
す
る 

こ

と

は

不

可

能

で

は

あ

る

ま

-.
^

。
.
.

而
し
て
、
.茬
し
紙
幣
並
に
金
貨
の
兩
秫
の
代
ヶ
に
金 

貨
證
券
の
み
を
通
貨
S
し
て
流
通
せ
し
む
る
と
せ
ば
、
 

金
' 
一
，
卵

の

®

目

に

於

妙

る

此

月

次

的

變

觅

は

過

去

技

於 

て
摄
期
間
內
狀
僅
か
に1

间
宛
行
ひ
た
る
も
の
ょ
b
寧 

ろ
龜
か
：R
容
易
に
實
行
し
#
^
'
.
で
あ
&
ぅ
.。
金
貨
■は
合 

衆
國
に
.，於
.

V?、

.實
際
は
、
殆
ん
ど
全
部『

黃
背
紙
幣』

" 

即
ち
.、
.金

霧

券

.

.
'
;

(

金
の
预
り
證
書)

.
に
•依
6
.て
代
表 

せ
.‘&办
て
居
ん
の
で
あ
っ
て
、
金
其
物
は
政
府
の
金
®
, 

に
貯
‘蓄
3
れ
.て
居
り
、
夫
れ
ネ
往
々
.に
し
.て
金
货
：で
は
. 

な
く
し
.て
、
金
の
禪
棒
^
過
ぎ
攻
，い
<の
で
あ
る
。
從
つ 

て
.，'、
今m

に
於
て
す
も
も
、
.旣

に

‘米

國

の

通

貨

の

大

部 

分
は
紙
幣
な
る
が
.故
に
,
假
令
通
貨
が
全
部
紙
#

で
あ 

る
S
す
る
も
、
大
な
る
不
使
を
醸
す
こ
と
は
あ
る
ま
い

開
戰
前
R
英
國
に
於
‘で
嗜
好
上
金
貨
を
常
.に
携
帶
し
て 

居
つ
$

の
太
部
分
は
旣
に
其
^
»
を
捨
で
ゝ
居
る
の 

.で
あ
•る
が
ら
、
方
ス
フ
f
ル
ニ
ャ
及
び
■ォ
レ
ゴ
ン
兩
州 

^

於
て
尙
ほ
此
瞀
憤
を
f

る
少
數
の
米
國
人
の
大
部 

分
も
同
じ
く
間
も
な
ぐ
此
習
«
を
脫
す
る
乙

ビ

セ

あ
ら

>フ.

.
'
111
-
.
• 

'

■
■
■!
■'

■.ノ 
.： 

■
 

,
..... 

'

こ
.
.
.
ノ
 

.

'
從
つ
て
、.
米
國
に
.於
て
金
貨
の
流
酿
を
全
然
廢
01
:;ず 

る
こ
^
ば
旣
に
.

1

へ
般
的
習
惯
ざ
な
れ
な
も
の
を
ぼ
羅
に 

法
#
を
以
て
制
.淀
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
又
、
 

假
b
に
、
此
改
茈
が
行
は
れ
，た
$.
,
.と
も
、
.五
卵
金
貨
.、
. 

十
弗
余
：貨
等
が
度
々
改
鎢
.せ
‘ら

れ

て

、

各

々

赏

最

^-
:
異
 

に
せ
る
數
槌
の
同 

一
«
面
價
格
の
金
貨
が
市
場
に
流
通
_ 

す
'る
に
帝
：る
が
如
&
こ
.と

は

を

い

，
。
.讀
满
ば
金
貨
な
.る
‘
. 

覜
念
'を
全
く
捨
て
、
.
一
卵
ビ
は
單
に
大
藏
将
の
金
庫
に 

貯

藏.

せ
•る
純
金
の
或
1
1定
ff
i
に
外
な
ら
-ぬ
も
の
で
あ
ク 

て
、：.此
-最
目
は
時
々
變
ー
史
せ

'&
.る

、
も

の

な

る

も

、
.
一 

定
の
時
に
於
て
は
常
に
徽
定
せ
.る
も
の
な
る
こ
い
と
を
記

憶
す
る
を
要
す
る
。
：

.
而
か
も
、
金
貨
：の
廢
カ
は
现
行
の
金
貨
本
位
«
を
很
：
 

‘

本

阶R

.

變
改
ず

a

も
の
で
ば
な
い
。
金
鑛
業
者
は
侬

然 

S
し
.て
、.今

：：！

に

於

け

る

，
が
，
如

く

、

避

幣

局

义

は

'試

金
 

肩

べ
.金

塊

^

輸

納
^;
'、
、̂

£

«

_

v
、
，，
親

在

疼

於

_
る
：
 

が
.如
く
、.
金
貨
證
券
を
受
取
る
の
で
，ぁ
る
，
。
.
此
金
貨
瞪 

券
と
引
換
に
金
.を
政
府
に
寶
却
す
.る
は
所
謂『

自
ぬ
_
 

造』

.制

.度
の
耍
»
に
外
な
.ら
な
い
。

'

.
加
之
、
大
藏
塔
貯
藏
の
金
塊
は
、
今
日
と
同
じ
く
、
 

金

貨

®

券

の

引

換

に

用

ひ
ら
る 

で
ぁ
る
。

例

ぺ

ば 

■
■貴

金

裏

品

製■

■

金

撤

輸

■

有
 

く

.

フ

金

貨

證

券

を

提

供

し

て

.大

藏

将

の

金

桃

を

受

取

る 

I
ビ

が

出

來-る
P
:斯

く

し

，
て
.、.
‘大

藏

遒

の

向

收

.
せ

し

金 

貨
證
券
U
依
b
て
代
表
せ
.
&
る

、
各
金j

沸

は

製
作
品 

■の
原
料
と
し
て
灼
國
市
場
に
梳
出
す
る
か
、
..或
ば
海
外 

_

雜
^

>

:
0̂'
#

_
务
;0
:
:
_顏

備

ぼ

，
量
目
呔
變
動
ど 

す

も

も

價

値

办

一

定

，せ

る

卵

貨

が

，
金

融

市

場

よ

り

金

製

第
屮
1ニ

卷
£'
.5
£
七〕

雜

.錄

修
疋
.
乜
ら
れ
れ
る

.フ
イ?/
十
1
戊
の'物
惯
諷
節
，策
.
第
一
一
號
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<'.
'
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^
.
.
-
v 
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• 

•
-
'
.
.
;

I

#
 

(

養

)

雜

蟓

罡

1

1

1

ャ

ム
I

調
I
 

'

龄
‘
i

O

品

製

作

業

又

ば

海

外

に

儒

出

す

る

.の
^
あ

るq

而

か

も'
 

^
贫̂
3
5ば

金

貨

說

券

の

『

*
货
|̂
換』

^
外

な

ら

な

い

o

.

45
貨

-9
|換
請
求
の-普
、败
の
自
，的
は
金
貨
，の
輸
出
叉
は

«

解
^

箱
ず
，る
の
で
あ
る.°

.

.

.斯

く

の

如

く
.、
‘新

刺

度

，
の
.下

に

於

て

厂

、

金

貨

.の
®
 ; 

*
5
^

 

迤-

^
 杏
^
寧
^
^
:
g
Êf
l

_
A'
_
_
_
 ̂
並
^
金
^

’ 

诌

由

引

換

は

现

制

度

;̂
同

權

に

行

はを

，ゝ
の

で

あ

つ
.

一

%

前

は 

金  

貨 

證  
券 _
の

流

通

额

，を

膨

脹
せ ，

し
め：

後

潘
は
±
を

收

織

せ

.し
む

る

も

办

で

あ

る

？ 

，

' 

| 

苦
し
斯
く
の
.如
く

、
，金
の
流
通
が
全
部
代
表
紙
幣
の| 

形
式
を
以
て
行
は
る
、
と
せ
ば
、
金
貴
#
が

實

際

に

、
•流

一 

通
せ
る
塲
合
に
於
て
遒
遇
す
る
が
如
き
不
使
又
は
混
亂
、
 

を

酿

：生

ず

る

こ

^
’な
く
し
で
、
金
一
卵
の
録
H
を
ば
容 

M

M

M

し
得

る
' は
明

瞭
.で

あ
.る
‘分

政

庇

成

,--
-
*
'
®

の 

時
把
於
け
る
额
而
一
弗
の
金
貨
證
券
に
：對

す

.る
金

^

0. 

焚

換

率

を

變

改

す
6
を

耍
す
る

.の

み
で

あ
る
。
：
例
へ
f 

r
物

商

，力

金

，

1' 
弗

R
il
し
て

販

責

する
®
糖

の
，.分
1 :
を

«
意
に
鐵
興
す
る
と
砰
じ
ぐ
、
政
府
’も
.亦
.使
紙
，の
^
徽 

率
を
容
凝
に
改
亚
す
る
を
得
今
勿
—

、
此

還

>率
ゆ
，
 

增
減
は
金一 

S

贊

九

に

.生
じ
2

蒙

I
補
.？

/

る

辟

度

に

、於

て

行

は

る

可

き

で

•あ

る

9 

.

さ

C

劝

料

な

る

標

準

に

砍
>
て

金

！.
#の

最
0
> 

^

®

Mす

可
&
で
.あ

る

が.
o .E

’

く

、’此

標

準

ビ

し

て
'は
. 

物

價

棍

數

を

甩

呶

る

を

得

る

，
。
勞

働

統

針

風

を

'し
て
物
. 

ff
i

^
典
?:
鱗
製
し
成
る
一
定
の
期
間
每
に
、
例
へ
ぱ
^*
- 

月
.
lfe
i
之

、を

發

表

せ

し

め

ょ

。

'即
ち
、
同
局
は
#
月
上 

述
の
合
饥
袋
の
寶
價
，を
ば
其
盒
袋
に
容
.れ
た
る
貨
物
. 

§

I
t
rrb
を
^
礎
と
し
て
針
算
し
、之
を
發
表
布
街
す
る
。 

大
藏
大
R
は
此
指
數
に
®
きv

金

一

兆
の
.
#
を̂
贺
改
- 

す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
金
貨
證
券
對
金
槐
引
換
氓
を
增 

減
し
、
以
て
余
貨
瞪
.券
の
購
買
力
を
調
節
す
る

の

i
:
.
. 

气

.斯
ぐ
す
れ
ば
.類
而
一
.
弗

の

金

貨

隞

券

が

價

値

ぬ

黎 

に
金
ニ
卵
の
©
値
に
等
し
く
、
金
一
服
の
.僧
値
は
：敗
厨 

ジ
'僧

猶

の

櫸

準

た

る

貨

.%
弗

.の
僧
値
と

.常
に

等

し

か

ら

.

し
-む
る
こ
ビ
を
得
る
9
冽
へ
ば
.、

若

し

貨

物

.
の

合

切

袋 

の
蹄
價
を
代
表
す
る
物
惯
稭
數
が
從
前
i
り
も一

パ

ー

‘ 

七
，
;y
:b

.昂
騰
せ
b
と

せ

ば

、

弗

貨

.の

購

買

力

が

低

下

せ 

る

黎

示

す

の-で

あ

や

て

、
•
'
'
從

つ

て

®®:
-
の公
定

量
目
を 

直
ち
に
一
パ
r
.セ
'+ン
：：ト
'5
1

上
ぐ
，る
の
-で
‘あ
る

。

,,
'
 

\ 

.
ブ
而
か
も
、
呰
し
何
故
に
、
此
際
弗
貨
の
引
換
率
を
.

1
\ 

f

セ
ダ

ト

方
^
上

ぐ

れ

ば

、

物
價
揩
數
は
芷
杞
以
前I 

の
跟
準
拉
復
す
可
き
も
の
な
A
や
と
問
ふ
人
あ
も
ば
、

I 

W

A
は
其
調
®
が
果
じ
v
ff
i
確
に
.行
.は
る
、
も

の

な

る
.\ 

か
否
や
は
之
を
斷
言
す
る

.̂
^

を
得
#
と

答

：べ

ざ

る

を
一
 

%
な
い
.0- 

.

.l&

.
^
rの
程
度
.を

豫

言

す

.る
■こ
在

能

は
，?'
る

| 

は
^

U自
働

fl
i
の
廻
轉
機
を
廻
は
し

*

る

際

に

、
：
自

働

\ 

雄

：が

適

當.の
^
度
を
.以
て
方
向
を
變
換
す
る
か
否
や
を
一 

豫
知
す

る

乙

ビ
不
可
能

な

る

に

類

す

る

‘。

而
か
も
、
調 

節
が
不
充
分
な
る
か
'?
或
は
過
大
な
ら
ぱ
、
潔
月
の
物 

槱
指
數
は
其
琳
實
を
卵
示
す
る
へ
に

.逄

ゐ
.ぶ

い

。

絕

.體
に 

{尤
金
な
，
る
：補

茈

は

木

可

能

で

.あ
る
? 

§
れ

ざ

、
，若

し

多
少
に

■て
も
誤
算
あ
ら
ば.，
.次
间

の

調

節

期

，
に
.
空

飞

て

明
 

白
ビ
な
る
が
故

、̂
.結
局
之
を
修
JE
す
る
は
^
可
艏
で 

は
な
.い
ゃ
 

.

.

:
例
へ
ば
、
弗
貨
の
量
s
を

.！>>
°
.
丨

セ

ン

ト

增

加

し

た 

る
-に
も
拘
ら
す
、
翌
巧
尙
ほ
物
惯
指
數
.が
ニ
. 

X

 

.
1セ,'
ン
，
. 

ト

の

昂

騰

を

記

餽

：
ぜ

!>
;
.
<せ
ば
、
弗
貨
の
*
目
を
.览
.に 

-

パ
.I

セ
ン

.ト
引
上
ぐ

る

。

而
か
も
、

育

其

0
_

 

物
價
歡
數
が
平
難
ょ
b
年
パ
ー
ャ
ン
ト
高
か
し
と
-せ 

ば
、
即
ち 

一6

0
五

な

せ

ば

.。量
目
を
敗
に
竿
。
◊
. 

1
セ
ン
ト
僧
加
す
る
@
‘で
あ
る
0
. 

.

.

.

.又
"
之

に

反

し

て

物

價

指

，數

が

.九
+
九
.に
低
落
す
る
. 

こ

ど

あ

り

と

：せ

ば

、

‘
を

は

典

货

外

膦

貢

.
力

が

收

縮

せ

る
 

を

示

す.も

の

な

る

を

以

て

、

此

際

に

•は

卵

貨

の

ft
目
を
- 

1
X

1
セ
ゾ
ト
.輕
減
す
る
.。
斯
く
0
如
く
し
て
> 

§

■

業

減{-
:
:
-懸
_

證

_

饕

な

；
裏,

大
太
る

開

き

を

有

ず

务

に

座

‘る
こ
と
を
防
ぎ
得
.る
.の
で
.

• 

あ
つ
て
、
物®

雄
®

の
變
動
は
自
ら
僅
少
.
.̂
な

る

。
’
宥

‘

席
十
■
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第
'4
ニ

涖

(

ニ
六
〇)

#
パ
錄
修
正
せ
ら
れ
?:
る
フ
_-ィシ
|

戍
の
物
獨
調
窣
^

濰

ニ

鉞

こ

ニ

•然
■
:
_
_
_1'
'り.應
•養

* :
地
金
：引
衡
馨 

膝
聰
锻|5̂
礙
昂
落_振
例1,

:1:
赚
正
ず}5̂ 
こ
と
-を

丄
此
.調
節
策
を
實
行
す
れ
ば
1
物
價
指
數
は
、
過
去
に 

於

て

-?
5
人
の
«1
驗
^
た
る
が
如
く
、
念
激
に
昂
落
す
る 

こ
ビ
な
く
し
て
、
其

の

.®
動
はJ

〇一

、
l

o

l全

、
 

l
〇

i,、

一
 

〇
〇
.

1〇
ニ
、

一
 

〇

T
五
、一

〇
〇
、
■: 

.九
八
、
九
九
"
九
'九
、
九
九
*五
、1

0
〇
ビ
云
ふ
が
如 

ぐ
に
表
は
れ
、
實
數
^
德
準
$
の
爰
が
|
叉
は
ニ
パ
ー 

セ
.ン
ト
以
上
に
達
す
る
.こ
ビ
は
稀
S
な
る
で
あ
ら
ぅ
。

最
後̂
此
調
節
策
を
實
行
す
る
に
當
り
て
、
鞭
取

業 

者

.が
政
府
.に
損
失
を«

^し
む
る
乙
ビ
を
豫
防
する
爲 

め
、

:

金
塊-.
0
顏
入
潘ょ
；彡
少
額
の
手
數
料
を
徵
收
し
、 

此
手
數
料
の
率
以
上
に貨̂
の
最
目
を.一度
に變

Mず 

る

.H

. i
な
,̂の

規
定
を
設
ゾ
可
き.であ
る
。

へ 

■■
'
.
'
!四
.舊
案
挖
新
案
^
の
比
較

 

. 

■以
上
.はフ
ィ

シ
；ャ:1

'敎
授
メ
が
最̂發
» :
:せ
名
物
價
調 

節
策
の梗
廉
で
あ
る
がマ

®
»提
.せ
る

舊
案g
對
比 

す

裏

，

-兩
者
の
間
.に
生̂孜
る

；
點

；
に

於

て

栩

違

：せ

る 

を

鬼

る

：
の

で

ぁ

名
0
前
案
於̂
冗
は
、
フ
氏
は
金
貨
を

.
,唱
人
打
め
で
あ
つ
た
が
、
新
案
K
於

，て

は

金

貨

の

流

地 

を

全
然
廢
止し
、
.
.金
貨
證' #
を
以
て
唯

一の
、*

«ビ
爲 

し
、
此
佥
券
對
.金

.塊

の

引

换

率

を

ば

物

愤

指

數

の

騰

落 

I

に
準
七
て
變
改
す
可
き
こ
と
を
主
唱
せ
る
の
で
あ
る
。
 

j

此
訂
'I
F
は
フ
K
の

物
價
調
翁
策を一
層

實
用U
適
せ
る 

も
の
な
ら
し
め
れ
ミ
云
；3
得

る

と

恐

ふ

。
，
金

貨

を

依

然 

と
し
て
流
通
せ
し
む
る
S
也
は
、
金
®
對
地
金
の
引
換 

#
が
引
上
妙
ら
れ
れ
る
.場
合
«

鬼
も̂
、

之
が引
下
け 

ら
れ
た
る
®
令
に
は
、.
-金
貨
が
銘
解
せ
ら
,石

、

處

.れ
が 

|
あ
る
。
又
、'
.通
貨
の
缺
乏
を
補
.ふ
潙
め
に
、
新
金
®
を 

|
鶴
造
發
行
す
る
の
必
要
あ
，-$
:可
ぐ
、

.而
かも
此
新
貨
は 

'
當
然
.其鶴.造儅
時
に
於
对
る
金
观
交
換
率
を
標
雄
ど
し 

て
製
造
せ
ら
る
两
き
も
の
な
る

を
以
て
、
新
舊
齡
杣
の 

金
貨
が同
滕

.に：.流
敏
す'5
.
,0

結
果
を
遍
し、取
51

に
.少 

な
か

ら

ざ

る

不
便
を
感
せ
し
む
る
化
相
違
な
い
。
又
、

ン】

丨

!

i

i

i

i

i

s

l

.假
6
苁

、
、
新

た

に

金

貨

を

，
鋳

造

發

行

す

：

每

に

.舊

貨

を
 

冏

收

する
ビ
せ

ば

、

此

不

便

を

'除

去

す

る
を

得
.る
も

、 

災

囘

败

に

颇

る

煩

掼

な

る

手

數

を

要

す

る

。

之
に
仅
し
て
.、
新
調
節
策
は
，金
券
を
以
て
唯
一
の

® 

貨
ビ
爲
す見
.の
な
れ
ば
、，i等
の
缺
鄹
不
便
.は
之
を
豫 

防
す

'5
を
得
る
。
又、
. «
幣

.刺度
維
持
に.要す
る
政
府 る

。.然

し

な

が

ら

.
、

'.
.此

物

價

調

節

策

が

果

し

て

考

案

者
 

の

恕

權

せ

る
_が
.如

ぐ

、偾
输

潘

と

債

務

潘

ビ

の

附
に

於 

け
.る
&

係

を

公

；牛
'^
&
-し

む
.る
，
も

の

：
で

あ

る

'か

に

.
就

き 

て

は

多

少

の
.疑

を

挾'む
.餘

地
.が

^
.
い

で

も

な

い

パ

先

づ

. 

第
一
に
1
假
り
に
、
'米
國
げ
於
て
は
金
貨
證
券
、

S

 

に
■於
て
邶
日
本
銀
，行
®
換
券
に
對
す
る

純
金
引
換
^
を

の
經
f

新
策
に
於
て
は
薫
f

i

か

に

少

額

で

ば

I

の
騰
落
に
侬
ぅ
て
：農

し

、

以
;
物
.
5:
坎 

あ

る

。
如
何
と
な
れ
ば
、
金
f

獄

を

常

に

1

§

?

し
I

こ
と
を
得
る
と
し
て
も
、 

殺
及
び
‘保

富

は

書

及

I

麗

び

貯

瓢

f

l

 ,1

此

4
1
必
ず
し
も
8

關
係
.を
絕
體
に
.

I

I
し

低
廉
で
あ
る
か
ら
でI
。

' 

: 

j  

,むる
も
の'で..はな
い。

：’
如
何

s

s

i京
のI

.
W

.

フ
氏
獲
調
節
策
®
批

部

.j

暴
崎
の
物
價
ヒ
の
間
に
は
常
に
多
少
の
關
き
を
帑
し 

-

物
偾
調
節
に
對
す
名
ィ
シ
ャ
丨
敎
授
の
新
案
が
何J

從
？

興
な
I

る

程
度
I

て
I

す
る
も
の
な
る 

處
L

ヽ
て
A

為
に
實
行
し
得
る
U

る
こ

s

 j. 

.

1に
‘、
.東
京
’の

物

價

氧

5

て
H
货

引

換

率

条
 

杏
f

,るI
な
い
。
殊
に
、‘
我
日
本
國
に
於
け
s

 

' 

I
ぱ
、
靡
京
の
偾
權
者
を
利
す
f

广
長
崎
，の

馨
 

ザ

、
：
金

貨

本

位

國

癸
S

,
貨

は

實

際S

場
S

者

に

，根

窖

を

蒙
も

‘む

む

るこ
I

I

保

し
難

い

。
.
.
t 

通

す

る

乙

と

，
な

ぐ

、

m

本
銀
行
の
i

l

.
唯

j

s
 

,崎
の
物
價
猎
數
を
用
ゐ
た
H

、
之
1

反

勤

の 

带

限

，
法

貨

た

る

-の
結
果
を
盈
せ
名
國
R
,於
て
然
り
で
あ

.
結
港
を
S
す
る
て
士
あ
，名

可
き
は
勿
輪

で

あ

る

。

或
は 

摩
三
靡‘ 0H

ハ
}

)

雜
'
 

錄

修
J E
せ
ら
れ
た
香
ィ
ダ
ャ
、
政
の
物
個
調
節
德

®
一
城
，

ニ

コ

ー.



、
，
餚
十

111.

卷

(

1
'r
ハ
ニ〕

, 

0 

.

M

.
修
並
せ
‘ら
れ
大
る7ィ
ダ
ャ3
坊
.0
物
價
；1

;

1
散fj

號

一

一

西

全
顧
it
於
け
名
物
價
'の
平
跔
を
以V

物
®

數
を
計
算 

せ
ば
、
此
驶
#
を
除
*
す
"る

■$
:
,得
‘可
^
ビ
,
©
惟
す
る
者 

あ
る
や
i
侧
ヶ
灕
け
れ
ど
、
' 全
谰
£
思
る
幾
.千
.
#
离
め 

郇
市
町
射
の
物
顧
を
ば
海
月
獨
赉
計
箅
す
る
於
不
可
熝 

.な
れ
.ば
、
蚤
掘
ビ
云
ふ
■
ネ
、
四
五
の
大
都
會
の
平
均 

を
求
め
得
る
に
過
ぎ
.ざ
れ
ば
、
此
等
大
鄺
會
以
外
の
地 

方
に
於
奶
石
取
-§
!
者
^
し
て
扭
土
述
仍
弊
窖
は
尙
ほ
依 

•■
^

X
'L
て
存
ff
i
す
る
な
ら
ん
^
思
は
る
。
加
之
、
此
等 

;の

幸

要

名

®
五
太
都
會
化
對
乜
七
ぁ
、
^
均
は
結
^
 

肩
合
攸
む
公
平
欢
る
結
菜
を
與
ふ
る
に
過
ぎ
令
し
て
、
 

個
々
の
都
'#
に
於
け
る
偾
權
溝
及
债
務
渚
のj

郁
枕
物 

1

準
の
人
爲
的
調
節
に
«:
り
て
^
つ
<
著
し
&
員
ま 

を
.蒙
る
こ
$
な
1

<
沄
い
難
い
。

次
に
、
一‘
涉
を
讓
つ
て
物

指̂
數
シ
完
全
.に
許
^
す 

る
を
得
る
ビ
し
て
も
、
其
物
價
棍
數
に
編
入
針
上
せ
ら 

.る
、

«心
は
必
ず
し
4偾
‘賴
潔
及
び
偾
務
翁
が
全̂

® 

.に
^
{
;
に

.资
買
す
る
も
の'で
次
&

が
爲
め
に
ヽ
物
價
艰

m
の
人
爲
的
調
節
は
却
つ
.て
一
部
の
久
に
不
測
0
損
失 

を
褒
ら
:1
>
^'
る
の
.結
*
を
齋
す
こ
.ミ
^

^
.3
:
る
！5
*.し
と 

斷
言
す
る
を
得
な
い
。

-

-
最
f

、
.
縦
令
物
價
の
人
爲
的
調
節
は
全
究
に 

I
.

つ

總

て

の

人

に

對

，し

V

簽

平

に.之

を

行

ふ

こ

ミ

不

1

 

\

な

ら

す

ど

す

る
:̂
;
、

物

價

の

火

爲

的

調

節

は

果

し

て

結
 

\

局
人
類
を
裨
益
す
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
動
植
物
^

に 

\

は
一
年
を
通
じ
て
一
定
せ
る
温
和
な
る
氣

fi
^*
に
之
を 

\

飼
養
又
は
培
養
せ.ば
、
著
し§
繁

殖

.力

を

示

す

も

の

が
 

j

鈔
ズ
衣
い
。
さ
れ
ど
。
人
類
は
之
に
反
し
て
氣
候
が
一 

\
ヶ
¥

に
兩
5

囘
宛
稍：

々
著
し
く
變®
す
る
®

帶
地
方
.

に
？

證

的

且

5

霞

£

,
發
達
す
る
‘

，
.
0

\

候
が
比
較
的
一
定
せ
る
熱
帶
及
ぴ
寒
帶
地
发
忙
於
9
は 

•K
發
途
頗
る
邂
々
た
る

も
の
：が
あ

る

で

は
な
い
^
タ
惟 

ふ
に
，、
，環
境
の
變
化
は
人
類
に
對
し
て 

一
^

©

に

罾

痛
 

.
を
與
ふ
る
も
の
な
る
が
•，、

邡

苦

痛

は

籠

て

人

間

の

活

動

. 

を
刺
戟
し
、.
結
局
‘興

の

肉

.體

的

及

び

粮

神

土

の

發

逡

を

!
.
P
致
^
'
.る
•ち
.の
で
.
^
Q-̂
o
si
'L
^

t
't
:

^
ら
ぼ
.:>
.
^
,質
. 

の
®
，#
も
亦
人
間
の
漉
儕
：̂
知

離

を

堦

進

し

、

且

.
っ
經 

濟
が
游
働
を
機
生
す
.る
も
の
で
'は
:'
*
る
ま
い
か
。
從
つ 

.て

、
物

價

：の
.人

爲

财

調

節

は

故

ら

に

人

類

!(
?
)
物

質

的

幸
 

»
の

'0
然
.的

猶

進

を

阻

害

す
,6
の

傾

向

を

里̂
«
し

.ま 

V
か

。.勿

輪

、
物

質W
環

境

の̂

^
は
：可

な6 

S去

，
ふ 

\

急

激

，な

る

變

化

は

人

鑛

の

發

釋

を

魯

す

る

の

み

な 

•ら
す
、
興
の
滅
亡
を
來
介
す
こ
^
ぁ
る
と
同
じ
ぐ
、

% 

質
.の

暴

騰

教

し

く

は

其

暴

落

は

，却

つ

て

一

镯

の

經

濟

界

. 

の
為
な
.:,
&
す
败
治
を
,
飢
す
.る
の
權
れ
^
れ
'ば
.、

物

惯 

，.の
魚
激
な
る
#
動
^
之
を
.激
防
L
.或

は
A
爲
的
，に
«
®I 

す

可

き

で

ぁ

る
'。
然
し
な
が
ら
、
其
の
獅
圍
两
に
於
て 

fi
,自
油
激
ff
i
を
可
V
J
t■■
§
の
、.で
は
.ぁ
.る
.ま
い
か
。

-

要
す
^

忙
、
フ

.
ィ

.
シ

ャ

ー

成

，の

物

®

調

飾

策

拟

實

行
 

• ^

耨
る
も
め
で
ぁ
-
c
s
、

.又

實

德

す

れ

ば

、
.
少

な

か

ら

ざ
 

る

效

染

を

^

^

可

き
Zと
！

4

m

き

，
て

は

疑

を

溶

る

、
餘 

*

が
; *

.:
^

が

、
••

%

* «

は
；
之*

人

篇

猶•客

::
®
;-
®

す

贺

き

か 

瀹
十】

. «
S

査)

W 

•
-
餘

慕

時

蠢

齡

不1.
1や
が
调
題
で
あ
る
ビ
思
ふ
。
然
ん
な
が
ら
、
我
^
こ 

.
於

て

も

物

値

襬

節

观

遍

が

盛

ん

に

輪

饑

さ

れ

づ

V
あ
る 

際

な

.^
故
に
"
フ
，
氏

葉

の

大

翦

を
.紹
介
し
、
.隹
つ
之
に」 

對
し
て
聊
か
妄
評
を
加
へ
た
次
第
で
あ
る
。

—為

|  

.

顧

.猶

脾

事

評

論

\ 

.

. 

'

I

::.

.へ

擊

'
州

.撞

\  

現

實暴
露

0
悲

哀

•m
洲
大
戮
亂
が
我
;»
を
し
てI

蹯
成
金
國
た
ら*>：§. 

た
こ
$
は

何

，
人

，も

拒

む

こ

ミ

の

^

,來

な

：
い

所

で

あ
'-
6 

ぅ

"

蒐

ょ

瀚

出

貿

易

は

大

茈

ニ

年

の

六

億

が

饲

七

年

ね 

中
:«
«

:;
^
激

_

、
.

」

疋

货
,0
腺

有

高

は

：謂
«
か

:&
中
！
^
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、
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、
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形

交 

襖
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农
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力
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